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キャリア教育基礎講座

「ＡＲＡ・ＳＨＩの職業教育プログラム」

■恒例ＡＲＡ・ＳＨＩバザー今年も開催！

年度末恒例の高等部「ＡＲＡ・ＳＨＩバザー」が今年

も開催決定。毎回バザーを楽しみにして頂いている保護

者の皆様お待たせしました。高等部の生徒たちはそれぞ

れバザーに向けた準備を始めており、一般学級では「作

業クラフト」班に分かれて製品作りに、重複学級では生

活単元学習で、真心込めたおもてなしＧＩＦＴ作りに取

り組んでいます。

今回のわーく＆らいふでは、この学習をはじめとした、

ＡＲＡ・ＳＨＩの職業教育カリキュラムについて、その概略をお伝えします。

■「勤労観」を育成する学習（作業学習）

ところで「作業クラフト

（作業学習）」は、本校にお

ける職業教育の柱の一つで、

そのねらいは右図にあると

おり、集団の目標に沿って

一生懸命に働き（活動し）、

集団の役に立つ経験を通し

て、働くことの価値の体得、

つまり「勤労観」の育成に

あります。

またもうひとつ重要なね

らいとして、集団に貢献す

る活動を通して自分の存在

感・有用感を確かめること

が挙げられます。

私たちは実際、中学時代、学習の遅れや対人関係の困難さによる劣等感を深めていた

生徒が、作業学習を中心とした教育内容により「できる自分」「期待される自分」「認め

られる自分」を味わい、大きく成長する姿を目の当たりにしてきました。

祭りやＡＲＡ・ＳＨＩバザーでのお買い物の際には是非、この学習のねらいを踏まえ

「昨年度のようす」

て、製品の素晴らしさや接客の熱心さに

労いのことばをかけて頂き、生徒たちの

成長をご支援頂ければ幸いです。

皆様のご来場を心よりお待ちしており

ます。

■より実践的な指導の場「作業基礎（職業科）」

一方、作業基礎は、職業についてより実践的に学ぶ活動です。

そのコンセプトは大きく二つで、ひとつめが、ＡＲＡ・ＳＨＩの先輩たちが働く職場

で実際に行われている作業を模擬的に体験することで、現場実習への対応力を向上しま

す。体験の拡大を目的にして、卒業までに七種類の活動を用意します。

ふたつめが、模擬作業の中で、職場のきまりを徹底して守る経験や「報連相」などの

スキルを重点的に学べるようにしています。

作業をする理解力や手先の器用さは有

りながら、家庭や学校の生活のきまりやルールを守ることが苦手だったり、経験が不足

しているために、就労課題が改善しづらい生徒が増えてきており、世の中や職場でのル

ールをきちんと学ぶことを大切にしています。

加えて、この二つのことを「学校で適切に取り入れられているか。」「適切に教えられ

ているか。」客観的に評価していただく機会も年に２回行っており、就労支援の専門家を

お招きして授業の外部評価も取り入れ「改善」を目指しています。

■社会との接点「現場実習」

「1/18発行わーく＆らいふ１月号NO.18」のとおり、現場実習はその時点での学校・家

庭教育の成果を確認する場として重要です。詳しくは１月号をご参照ください。

編集後記

今回のキャリア教育基礎講座では、本校の職業教育プログラムについて紹介しま

した。ご不明な点やもっと知りたいことがありましたら遠慮無くお尋ねください。

★ご案内しておりますとおり、２／６（火）に、第３回福祉サービ

ス事業所説明会があります。

今回は、長洲・玉東・南関・和水が対象地域ですが、その他にお住

まいの方も参加できます。どうぞ遠慮無くお申し込みください。（谷口）

ＡＲＡ・ＳＨＩバザー

【期日】 ２月１５日（木）

【会場】 あらおシティモール

１Ｆ出会いの広場

【時間】 10:00～12:00


